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1. はじめに 

熊本市教育委員会は，友好都市であるドイツ・ハイデルベルク市との国際交流を通じて，

両市青少年交流団員を，次代を担うイノベーション人材として育成することを目的に，

「令和 5 年度（2023 年度）熊本市・ハイデルベルク市青少年交流事業」を実施した． 

本事業においては，両市の青少年に対して，国際交流すなわち「文化や言葉の壁を越え

てコミュニケーションすることで互いの違いを認め合い，相互理解を深める」という機会

と，イノベーション創発体験という「ICT をはじめとする新たな技術やアイデアを用いて

これまでにない新たな価値観を生み出す」という機会を提供することで，次代を担うイノ

ベーション人材を育成することを企図している（図１）． 

 

具体的には，国際交流の機会を生み出す「国際交流プログラム」とイノベーション創発

体験の機会を生み出す「イノベーション創発体験プログラム」というふたつのプログラム

を開発し，団員に提供した． 

例えば，国際交流プログラムでは，団員らは若きリーダーとして，必要なプロトコル

（儀礼）に則って，市長をはじめとする地域のリーダーと意見交換をしたり，また，異文

化のコミュニティや母国とは異なる自然環境に身を投じたりすることで，多様な価値観を

身に着ける．また，イノベーション創発体験プログラムでは，団員らが日ごろ慣れ親しん

でいるスマートフォンで撮影した写真や動画データを，最先端の ICT 機材に投入すること

で仮想空間上にコンテンツを作成したり，異分野の商品やサービス同士をつなげることで

イノベーション（新結合）を生み出す手法を学んだりできる（図２）．これら，ふたつの

プログラムについては第 3 章で詳述する． 

本報告書は，これらのプログラムを注入した 2023 年 7 月 31 日から 8 月 8 日までの熊

国際交流の機会 

イノベーション 

創発体験の機会 

青少年 
イノベーション 

人材 

図 1 イノベーション人材育成モデル 
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本での交流活動におけるハイデルベルク市青少年団員 14 人と，パートナーとして彼らと 1

対 1 の関係を作り交流した熊本市の青少年交流団員 14 人の活動紹介とともに，熊本市の

団員らが今回の交流から得た学びや気づきとともに来夏のハイデルベルク訪問に向けた抱

負をしたためた団員報告書で構成されている． 

熊本市教育員会は，本報告書が熊本市・ハイデルベルク市青少年国際交流事業（以下，

「両市交流事業」という．）の詳細な記録として活用され，その内容が本事業のさらなる

発展はもとより，熊本市における国際交流やイノベーション人材育成事業の発展に資する

ことを期待し，本報告書を作成する． 

 

本報告書の構成は以下のとおりである．第 2 章で両市交流事業の背景と目的について説

明する．次に第 3 章で次世代のイノベーション人材育成のために熊本市教育員会が開発し

たふたつのプログラムについて詳述する．第 4 章で熊本の団員 14 名が作成した今回の交

流の感想と来夏のハイデルベルク訪問に向けた意気込みなどを内容とする報告書を掲載す

る．最後に第 5 章でまとめる． 

 

 

  

図 2 国際交流プログラムとイノベーション創発体験プログラムでの様子 
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2. 交流事業の背景 

近年，姉妹（友好）都市締結自治体数は 2010 年の 1,592 から 2023 年の 1,796 へと

13 年間で約 13%増加しており，姉妹都市間の国際交流事業が活発におこなわれてきた[1]．

この姉妹都市間の国際交流事業の分類において約 30%を教育分野が占めており，特に人材

育成面において有効であることから多くの自治体が取り組んでいる[2]． 

この姉妹都市間の国際交流事業においては，特に国際的感覚を身に着けた卓越した次世

代のリーダーである「グローバル人材」の育成を目指したものが多い．2011 年に産学連

携によるグローバル人材育成推進会議が文部科学省に対して報告した「産学官によるグロ

ーバル人材の育成のための戦略」においては，グローバル人材とは「世界的な競争と共生

が進む現代社会において，日本人としてのアイデンティティを持ちながら，広い視野に立

って培われる教養と専門性，異なる言語，文化，価値を乗り越えて関係を構築するための

コミュニケーション能力と協調性，新しい価値を創造する能力，次世代までも視野に入れ

た社会貢献の意識などを持った人間」と定義されている[3]． 

ここで示されたグローバル人材とは，単に外国語を話し諸外国の人々とコミュニケーシ

ョンを取る能力を有するだけでなく，競争と共生を通して，これまでにない新しい価値の

創造，すなわちイノベーションを創発する能力を備えた人材を指していることに注意を要

する． 

熊本市教育委員会においては，特に青少年の世代

を対象に，国際感覚を有し，異なる言語や文化の壁

を超えて，新たな価値観を生み出すことができるイ

ノベーション人材（グローバル人材）育成に一貫し

て取り組んできた．1992 年の友好都市盟約締結以

来継続されている，両市の若者が隔年で相手国を訪

問しホームステイをおこなう相互交流事業である両

市交流事業はその象徴ともいえる事業である．この

事業報告書（図 3）においては，交流を通じて両市

青少年交流団員をイノベーション人材として育成す

るという事業目的が明記されており，30 年にわた

って独自に若者のイノベーション人材育成を推進し

てきたことが確認できる[4][5]． 

図 3 令和 3 年度（2021 年度）熊本

市・ハイデルベルク市青少年交流事業

オンライン交流の記録（活動報告書） 
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3. イノベーション人材育成手法の開発 

両市交流事業のイノベーション人材育成手法においては，国際交流を目的ではなく，次

代を担うイノベーション人材を育成するための手段として用いる点に特徴がある．一般に，

異なる言語や異文化を持つ人材とのコミュニケーションは時間がかかり，誤解が生じるこ

とが多いことから，トラブルを避けるために，互いを理解しやすい類似の人材とともに時

間を過ごしがちである．この傾向は日本社会全般にまん延しており，社会に根強く存在す

る様々な「垣根」を超える連携を避ける傾向が強いことが日本の発展を阻害しているとい

う報告もある[6]． 

熊本市教育員会は，両市交流事業を通じて，青少年らが積極的に言語や文化の垣根を乗

り越え，イノベーション人材として成長することを支援するために，国際交流の機会を生

み出す「国際交流プログラム」とイノベーション創発体験の機会を生み出す「イノベーシ

ョン創発体験プログラム」というふたつのプログラムを開発した．そしてこれらのプログ

ラムを，2023 年 7 月 31 日から 8 月 8 日まで熊本で開催された両市交流事業に参加した

14 人のハイデルベルク市の青少年交流団員と，彼らと 1 対 1 のパートナー関係を結ぶ熊本

市の青少年交流団員 14 人団員に提供した．以下，このプログラムの内容をまとめた日程

表を表 1 に示すとともにその内容について説明する． 

3.1. 国際交流プログラムの内容 

表 1 の日程表において赤字で示している国際交流プログラムの内容について紹介する． 

 

(1)  平和学習（平和公園/長崎原爆資料館等） 

長崎原爆資料館等は原子爆弾投下という第二次世界大戦の負の遺産を学ぶことが

できる施設である．ドイツは隣国ポーランドのアウシュビッツ収容所に代表される

戦争の負の遺産に向き合ってきた国であることから，戦争から人間の尊厳をいかに

守るかという観点で学ぶ

ことが重要視している．

ハイデルベルク市青少年

交流団員らは原爆に関す

る資料に全員真剣に向き

合っていた（図 4）． 
図 4 長崎での平和学習の様子 
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表 1 両市交流事業 2023 年度日程表 

日次 月/日 場所 スケジュール 

（赤字：国際交流プログラム／青字：イノベーション創発体験プログラム） 

1 7/31 月 熊本 熊本着 

2 8/1 火 長崎 平和学習（平和公園/長崎原爆資料館等） 

3 8/2 水 熊本 日本文化体験（必由館高校にて書道/和太鼓/茶道/筝曲） 

熊本市長/熊本市議会議長表敬 

対面式（熊本市国際交流会館） 

熊本城ミュージアムわくわく座/熊本城見学 

4 8/3 木 美里 美里フットパス体験＆美里町やすらぎ交流体験施設での交

流（元気の森かじか） 

5 8/4 金 阿蘇 阿蘇見学（阿蘇火山博物館等） 

6 8/5 土 熊本 イノベーションワークショップ（崇城大学 IoT･AI センター） 

仮想空間コンテンツ制作体験（崇城大学 IoT･AI センター） 

火の国まつりおてもやん総おどり 

7 8/6 日 熊本 ホストファミリーとの交流活動 

8 8/7 月 熊本 街中フィールドワーク 

フェアウェルパーティー＆ワークショップ 

9 8/8 火 熊本 熊本発 

 

(2)  日本文化体験（必由館高校にて書道/和太鼓/茶道/筝曲） 

日本人を理解するうえで，日本文化を理解することは重要である．熊本市立必由

館高校の協力によって，ハイデルベルク市青少年交流団員に対して書道や和太鼓，

茶道，筝曲という日本の伝統文化を体験する機会を提供した．インターネット等を

図 5 必由館高校での日本文化体験の様子 
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通じて見聞きし知っているということと，体験し理解することは別物であると交流

団員らがコメントしていたのが印象的であった（図 5）． 

 

(3)  熊本市長/熊本市議会議長表敬（熊本市役所） 

地域のリーダーに面会し，プロトコル（国際儀礼）に則って礼を尽くすとともに

意見を交換することができることはイノベーション人材の能力の一部といえる．今

回，ハイデルベルク市青少年交流団員らが大西一史熊本市長，田中敦朗熊本市議会

議長と面会し意見交換を行った（図 6）．来夏，熊本市団員らはハイデルベルク市長

と面会する予定であることから，面会前に基本的なプロトコルを学ぶ予定である． 

(4)  美里フットパス体験＆美里町やすらぎ交流体験施設での交流（元気の森かじか） 

植生など欧州とは異なる自然環境下にある，人口減少によって廃校となった施設

を利活用した宿泊施設において，異なる食べものやもてなしの文化を体験した（図

7）．ハイデルベルク市では正月以外に花火をすることは禁止されており，夏の夜に

花火を自由に楽しめる日本がうらやましいとハイデルベルク市団員は話していた． 

図 6 熊本市長，熊本市議会議長を表敬訪問 

図 7 美里フットパス体験での交流の様子 
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(5)  阿蘇見学（阿蘇火山博物館等） 

日本 3 大カルデラのひとつであり，カルデラの内側に国道や鉄道が設置された生

活圏を有するという点で世界に類を見ない阿蘇において，豊かな自然や歴史，文化

に触れ，それらを保護し発展させてきた人間の営みについてパートナー同士で意見

交換をおこなった（図 8）．特にハイデルベルク市団員らは，阿蘇火山博物館のカル

デラ形成を説明するジオラマに興味を示し，熱心にパートナーに説明を求めていた． 

(6)  フェアウェルパーティー 

離別に際して昼食会が設定され，今回の交流期間中の思い出をパートナー同士が

語り合うとともに，来夏の再会に向けて絶えず連絡を取り合うことや互いの成長の

ために励まし合い努力を続けることを約束し合った（図 9）．熊本市団員の発案で，

再会を約束する折り鶴を折り，パートナー同士が交換するワークショップを開催し

た． 

3.2. イノベーション創発体験プログラムの内容 

表 1 の日程表において青字で示しているイノベーション創発体験プログラムの内容につ

いて紹介する． 

図 9 フェアウェルパーティーと離別の様子 

図 8 阿蘇見学の様子 
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(1)  イノベーションワークショップ（崇城大学 IoT･AI センター） 

イノベーション創発のための理論である地域コミュニティブランド[7]では，イ

ノベーション創発手法が「技術革新」と「新結合」に大別されている．このうち技

術革新は，研究機関や人材，予算といった資源を用いた新たな技術の進展によって

新たな価値観（イノベーション）を創出するのに対し，新結合は既に存在する地域

資源同士の新たなつながりによって新たな価値観を創出するという手法である． 

新結合には研究者などの人的資源や大きな資本のほか，研究機関などの大都市に

遍在することが多い資源を必要としないことから，疲弊した地域においてもイノベ

ーションを創発できる手法として注目を集めている． 

この新結合を創出するために必要となる「新たなつながり」を導き出すためのワ

ークショップを崇城大学 IoT・AI センターにておこなった．具体的には，熊本発祥

であり，日本の伝統的な食材であるふりかけを題材に新結合のアイデア創出に関す

る次の 3 つの演習をおこなった． 

 

(ア) ふりかけの機能を説明後にアイデアを質問 

(イ) ふりかけの概念・理念を説明後にアイデアを質問 

(ウ) イノベーションのアイデア創出に関する理解度を問うアンケートの実施 

 

まず(ア)の実験では，図 10 を参加者に示し，ご飯に味をつける，ご飯をおいし

くするというふりかけの機能について説明した後に，新たな商品やサービスなど，

新たな価値を創出するイノベーションのアイデアについて発表を求めた． 

図 10 機能の教示 
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その結果，パンに塗る新たな味や食感のペーストの開発や，パスタにトッピング

するフレークの開発といったアイデアが発表された． 

次に(イ)の実験では，図 11 を参加者に示し，ふりかけが発祥した時代背景や社

会情勢を説明するとともに，当時，多くの子供たちが抱えていた栄養失調を解消す

るという発明者の理念を説明したのちに，新たな商品やサービスなどイノベーショ

ンのアイデアについて発表を求めた． 

その結果，日本の若者から，のどや食道に障がいを持ち嚥下に困難を抱える高齢

者や障がい者のためにソフトタイプのふりかけを開発するというアイデアが発表さ

れた．また，ドイツの若者からふりかけのパッケージがゴミとなることから着想し

た家庭同士がつながることで行政に頼らないゴミ収集のネットワークを構築するア

イデアが示された．いずれのアイデアもふりかけを単なる食材ではなく，障がい者

やゴミの問題に関連させる思考に発展させたことが確認できた．この実験を通じて，

地域コミュニティブランドを用いた概念・理念を基に新たなつながりを想起させる

ことによって若者の思考が活性化され，イノベーションのアイデア創出に有効に働

いた可能性が示された． 

最後に(ウ)について，イノベーションのアイデア創出には，機能のみならず概

念・理念に着目することが有効であることの理解度アンケートを Google フォーム

により実施した．内容は「ふりかけの演習を通して，商品の魅力だけでなく，商品

を生み出す理念やストーリーに着目することでイノベーションのアイデアが生まれ

ることを理解できたか？」という設問に対して，「理解し完全に同意する」「理解し

同意する」「理解できたが同意できない」「理解できない」という 4 つの選択肢から

ひとつを選択する形式とした． 

図 11 概念・理念の教示 
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その結果，図 12 に示すように回答者の全数に当たる 24 人から「理解し完全に同

意する（13）」または「理解し同意する（11）」という回答を得た．実験（図 13）

を通して，商品やサービスの機能のみではなく，概念や理念を示して新たなつなが

りを検討することによって，国や言語を超えた若者の新結合によるイノベーション

のアイデア創出に一定程度有効であることが明らかとなった． 

 

(2)  仮想空間コンテンツ制作体験（崇城大学 IoT･AI センター） 

インターネットの普及により，社会の変化はこれまでにない速いスピードで進展

している．医療分野においては，1950 年時点で医学知識が倍になるには 50 年を要

していたが，1980 年にはこれが 7 年になり，2010 年には 3.5 年になり，2020 年

には，なんとたったの 73 日で医学知識が倍になると指摘されている[8]． 

このような急速な知識や情報の増加局面にあって，現代の若者らはデジタルネイ

図 12 アンケート結果 

図 13 ワークショップの様子 
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ティブ世代と呼ばれ，インターネット上の知識を素早く検索し，スマートフォンや

タブレットを自在に操り，SNS や写真，動画といったデータを扱うことで，日常的

に自己表現をおこなっている．  

このような若者たちの活躍の場として提供されているのが 2020 年にイノベーシ

ョン人材育成を目的のひとつとして崇城大学に開設された IoT・AI センターである．

今回，両市交流事業と共通の目的を有する IoT・AI センター内に備えられている周

囲 360 度の白い壁をスクリーンとして映像を投影可能な「メタ空間スタジオ」にお

いて，両市交流団員が自由な発想で映像コンテンツを制作する活動を実施した．両

市交流団員 28 名に加えて一般参加枠の高校生 5 名を加えた 33 名は 2 グループに

分かれて構想を練り，ひとつのグループは日独の高校生の友情をテーマにスマート

フォン内の写真や動画を集め，音楽を加えて，プロモーションビデオ風の映像作品

を崇城大学 SCB 放送局及び崇城大学 IoT・AI センター学生クラブの学生スタッフ

らのサポートを受けながら作り上げた．他方のグループはハイデルベルク市では新

年以外禁止されている花火を，熊本で自由に体験するという「非日常」をテーマに

した映像コンテンツを制作した． 

さらには，ある熊本市団員が崇城大学で毎年開催され情報学部や芸術学部の学生

が挑戦している仮想空間デザインコンテストのレギュレーションに合わせて制作し

た熊本城とハイデルベルク城をモチーフにしたフル CG の映像作品を、当日サプラ

イズで上映し喝さいを浴びた（図 14）． 

 

  

図 14 団員らのアイデアから生み出された映像作品を鑑賞 
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4. 熊本市団員による報告書 

本章では，14 名の熊本市団員が今回の交流の感想と来夏のハイデルベルク訪問に向けた

意気込みなどを内容とする報告書を掲載する．言葉や文化の壁を感じる団員が多く，「言

語とコミュニケーション」「異文化理解」といったテーマを扱った報告書が比較的多数で

あった．その一方で，相撲やポップカルチャー，SDGs，教育の国際化，観光立国に向け

た観光案内の多言語化といったユニークな視点で書かれた報告書があり，これまでにない

新たな価値観を有するイノベーション人材育成を目的とする本事業の趣旨が十分に反映さ

れたものとなっている．以下に各団員の報告書を掲載する． 

 

報告書テーマ１：多様な興味関心（相撲，SDGs，ポップカルチャー，観光の国際化） 

1. 相撲を通して友情を深めた夏 ／ M. S.（必由館高校 2 年） 

2. 交流をきっかけに膨らんだ SDGs への関心 ／ R. Y.（九州学院高校 2 年） 

3. ポップカルチャーで平和な世界へ ／ N. N.（熊本商業高校 1 年） 

4. 観光立国に向けた多言語表示の課題 ／ A. S.（熊本信愛女学院高校 1 年） 

 

報告書テーマ 2：グローバル人材 

5. 日本の国際化に向けての一歩とは ／ R.T.（九州学院高校 1 年） 

6. 日本が世界で活躍する人材を輩出するためには ／ Y. O.（真和高校 1 年） 

7. 国際交流の意義と成果 ／ A. I. （一ツ葉高校１年） 

 

報告書テーマ 3：異文化交流 

8. 異文化への誠意 ／ T. M.（熊本学園大学付属高校 1 年） 

9. 海外マインドに学ぶ強かな生き方 ／ K. I.（東稜高校 2 年） 

10. 挑戦することが大切 ／ K. N.（開新高校 2 年） 

 

報告書テーマ 4：言語とコミュニケーション 

11. 変化・成長を掴んだ一週間 ／ S. N.（熊本高校 2 年） 

12. 言語の壁を超えるもの ／ K. Y.（済々黌高校 1 年） 

13. 悔しさをばねに～私の成長に向けて ／ M. S.（クラーク記念国際高校 1 年） 

14. 英語の壁は分厚かった ／ M. I.（必由館高校 2 年）  
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相撲を通して友情を深めた夏 

M. S. （必由館高校 2 年） 

はじめに 

私は日本の伝統的なスポーツである相撲が大好きです。相撲には、髷（まげ）や古くか

らの衣装や数々のしきたり等、単なるスポーツを超えた日本の伝統文化としての魅力がた

くさん詰まっているので、少しでも多くの人に相撲の面白さや魅力を伝えたいと思い、こ

の交流事業に参加しました。特におそらく相撲を知る機会がなかったであろうドイツ人に

対して、長い歴史を持ち、日本の国技のような存在である相撲を伝えることで、日本とい

う国や文化への理解を深めてもらいたいと思いました。 

 

相撲を通した日本文化の紹介 

そこで、私は相撲をスポーツとしてではなく文化として紹介するという戦略を練りまし

た。例えば、力士が身につける着物は糸をつむぐところから始まり、染色の際は自身のし

こ名を白く染め抜く「染抜き」と呼ばれる伝統的な方法を使い、一つ一つ時間をかけて作

られています。 

また、日本では昔から塩に「清め」「お祓い」の力があると考えられており、日本人と

塩は深く関わり合っています。相撲では本場所の前に新しく作った土俵の中央に塩を埋め

て、15 日間の無事を祈願します。取組前には力士は土俵を清めるために塩をまきます。こ

のように相撲には日本の伝統的な文化の要素がたくさん詰まっています。私は事前に準備

していた相撲雑誌を活用して、これらの日本の伝統文化を、相撲にまつわるしきたりや所

作、活動を交えながら紹介しました。 

 

パートナーを皮切りに魅力を拡大 

実際に私のパートナーは初めて相撲のことについて知り、相撲にも日本の文化にも興味

を持ってくれました。私自身も相撲を通して多くの日本の伝統文化を学びました。相撲を

知るということは日本の文化を知ることに繋がります。江戸時代から変わらぬ姿で、長い

間日本人から愛されてきた相撲を通して、日本の文化に触れ、さらに日本の良さを再発見

できる要素を持っていると思います。近年はモンゴルをはじめ欧米出身の力士の活躍が目

立ちますが、海外ではまだ相撲の人気が高いとは言えない状況です。相撲には歴史・文

化・神事・競技など様々な側面があります。このようなスポーツは他にあるのでしょう

か？私はこの相撲をスポーツとしてではなく文化として伝え、アピールすることで少しで

報告書テーマ 1：多様な興味関心 1 
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も多くの人が日本に興味を持ち、訪れてくれることを願っています。 

 

 

「2023 年夏場所 in Kumamoto」 
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交流をきっかけに膨らんだ SDGs への関心 

R. Y. （九州学院高校 2 年） 

SDGs 先進国のドイツ 

このプログラムは私に、ドイツという国を通して今まで詳しくなかった SDGs の取り組

みを、「面白い、もっと知りたい」と思うきっかけを作ってくれた。 

「ドイツは SDGs が発展している国として世界で

最も名高い国の一つ」これはドイツへの私の強い印象

である。社会の授業で習ったと言う人も多いのではな

いだろうか。近年、日本でも SDGs に熱心に取り組

む企業や学校が多い。そのため、私たちはどこへ行っ

ても SDGs の取り組みを目にする。そんな日本だ

が、2023 年の SDGs 達成度ランキング[1]では 21

位であった。この結果は、私たちが思っている以上に

高い順位であるが、一方で、ドイツは毎年トップ 5

に入るほどの常連国であり、今年は 4 位だった。そ

こから私は疑問を持った。日本とドイツではどんな違いがあるのだろうか、ドイツは

SDGs のためにどんなことをしているのだろうか。今回は、日本の課題の一つである「節

電」に注目していく。 

 

クーラーを通した日本とドイツの違い 

YouTuber の oddy が動画でドイツ暮らしを紹介している[2]。その中で一番衝撃的だっ

た事は、ドイツの店舗ではクーラーが設置されていないことである。日本の夏は、もちろ

ん外は暑いが、店内ではクーラーが効いている。温かい食事を真夏でも快適に食べること

ができるのはクーラーのお陰である。一方で、ドイツでは飲食店だけではなくデパートに

もクーラーがついていないところが一般的であるそうだ。私も似たような話をパートナー

としたことを思い出した。ドイツ人のパートナーと飲食店に入った時、涼しくて快適だと

言っていた。それが当たり前の環境で過ごしていた私は不思議に思ったが、ドイツでの暮

らしを YouTube で見て納得した。 

 

SDGs 達成に向けたドイツの矜持 

3,333 段の階段を登り切った後の写真 
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確かに、クーラーがない夏場はとても厳しく、ドイツに比べると日本の店内の快適さは

素晴らしいかもしれない。そしてやはりクーラーの快適さを知っている日本人は、建物の

中で汗をかく事を不思議に感じるだろう。しかし、私はここにドイツならではの良さがあ

ると思う。ドイツでクーラーなしで過ごせるのは、平均気温は日本と変わらなくても、湿

度が低いからである。だがしかし、実際にはドイツ人も暑くて体調を崩す人もいるそう

だ。体調を崩してまで遂行していくものではなく、それはただ単に昔からの慣習や文化と

いうだけで SDGs 推進のためにしていることで

はないかもしれない。でも実際にクーラーをつ

けないことで相当な節電に繋がっただろうし、

二酸化炭素排出量を抑えることにも大きく貢献

しているはずだ。ドイツが国全体で前向きに

SDGs に取り組めているのは、一人ひとりが個人

の欲を求めず、そこに存在する環境に自分たち

の身の丈、つまり生活のレベルを合わせて、自

然環境と共存していくことができているからだ

と私は思う。 

 

来夏に向けて膨らむ期待 

これからの日本人に求めることは、「“知っている”で終わらせないこと」だ。というのも、

日本はアメリカ・中国と比べて SDGs に対する認知度（内容まで知っている、名前だけ知

っている）は高く、ある認知度調査の結果では90％を超えている［3］。その一方で、実際

に自分から行動しようとしている人や取り組みを始めている人が少ないという結果も出て

いる。これらの二つの結果を踏まえると、やはり日本は受け身である人が多く、認知度は

高くてもそれが結果に繋がっている割合は少ないだろう。 

そこで感じたのが、「“知っている”で終わらせないこと」だ。日本とドイツでは気候や環

境が違うのでドイツとまったく同じ生活はできないが、例えば、クーラーの温度を一度で

も上げて、節電に貢献することはできる。そのように、少しでも自分にできることはない

だろうか、と考える事が SDGs を取り組むための出発点であり、これからの未来に関わっ

てくる大きな問題を解決していく重要な鍵となるだろう。来年、ドイツを訪問する時には、

両国の環境の違いに視点を置き実際に肌で感じて学びたいと思う。 

 

美里町でのキャンプ交流での写真 
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参考文献 
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eu7USpQ. 2023/10/09 閲覧 

[3]日本・アメリカ・中国の SDGs に関する意識比較調査, https://www.asmarq.co.jp/d

ata/ex202202sdgs/. 2023/10/09 閲覧 
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ポップカルチャーで平和な世界へ 

N. N. （熊本商業高校 1 年） 

はじめに 

今回の交流事業に参加し、日本のポップカルチャーに私はこの交流事業を通して世界は

ポップカルチャーで繋がれると思った。 

 

ポップカルチャーの勢い 

私のパートナーは日本のアーティストである Ado や人気漫画のチェンソーマン、ONE 

PEACE などを知っていた。ニールセンブックスキャンの調べでは、実際、日本の漫画の海

外への発行部数は 2012 年では 43 万 4633 部で、317 万ポンドの売り上げであったが、

それが 2019 年には 2 倍以上の 98 万 3822 部、売り上げにいたっては約３倍の 910 万ポ

ンドとなっている[1]。したがって、日本のポップカルチャーは短期間の間に広まったと

言える。  

 

趣味の多様さ 

正直私は海外のポップカルチャーについて知らない。バーンとネルソンという心理学者

が発表した「類似性の法則」によれば、人間は誰かとの間に共通点があると好意を持ちや

すいということがいわれている[2]。つまり趣味の少ない私は、言語を使いこなせても、

仲良くなれるチャンスを逃してしまう可能性があるといえる。今回のパートナーが日本に

ついて興味を持ってくれていたのでたくさん話せたが、そうでなかった場合難しいコミュ

ニケーションになったと思われる。  

 

ネットとポップカルチャー 

私たちの生きるこの時代は、インターネ

ットのおかげでいつでも知りたいことを知

ることができる。この環境に感謝し、外の

世界へ興味を持ちたくさんの話題が話せる

ようになりたい。そして素晴らしい日本の

文化と世界中の文化、古き良き文化と新時

代のポップカルチャーを自分の中に浸透さ アニメの繋がり 
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せたい。そしてたくさんの人との間にポップカルチャーをはじめとする類似性を見つけ、

理解し合い、平和な世界を創っていきたい。 

 

参考文献 

[1] COURRIER JAPON, なぜいま海外で日本のマンガが爆発的に売れているのか？ 欧米

の 出 版 関 係 者 が 語 る“そ の 熱 狂,” https://courrier.jp/news/archives/307727/, 

2023/10/09 閲覧. 

[2] D. Byrne & D. Nelson, Attraction as a linear function of proportion of positive 

reinforcements, Journal of Personality and Social Psychology, Vol.1, No.6, 

pp.659–663. https://doi.org/10.1037/h0022073, 1965. 
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観光立国に向けた多言語表示の課題 

A. S. （熊本信愛女学院高校１年） 

提言の背景 

今回の交流を通して熊本にある様々な場所を訪

れた中で感じたことは、多言語表示の不足だっ

た。これはこれまでひとりの高校生として生活し

てきた私が、今回、日本語話者でないパートナー

と共に行動したからこそ、気づくことができたこ

とである。 

 

多言語表示の現状 

国土交通省観光庁が訪日外国人旅行者を対象に行ったアンケートによると、旅行中困っ

たことの回答として「施設等のスタッフとのコミュニケーション」に次いで「多言語表示

の少なさ・わかりにくさ」が挙げられている[1]。やはり多くの訪日外国人旅行者も同じ

ように多言語表示の不足を感じるようだ。 

資料館などでは日本語での説明でさえも難しい専門的な言葉や仕組みが多くみられる。

そうした中でパートナーに説明を求められた際、自分のできうる限り答えるものの正確に

は伝わらないこともあった。主要外国語、せめて英語でだけでも表示があれば、理解はず

っと容易くなるだろうと感じた。質問をする相手がいない場合は、理解することができな

いままになってしまう可能性も十分にある。資料館や博物館において、来場者がその歴史

や文化などの説明を理解できないということは、致命的な欠陥である。衰退途上国とまで

言われている日本において、日本語話者にだけ焦点を当てた設備は、非日本語話者を排斥

していると捉えられる可能性さえあり、さらなる衰退を助長しているといえる。 

 

課題解決のアイデア 

多言語表示を拡大するという課題の解決に向けて、私のアイデアと特徴を以下に示す。 

1．訪日外国人に対するアンケートの実施 

熊本を訪問中の外国人に特に多言語表示をしてほしい施設やサインについてのアンケ

ートを実施し、その結果を基に対象となる施設を限定する 

メリット：外国人の声が反映できるため、注力すべきところに効率的に多言語表示に

 

崇城大学でのイノベーション活動に 
参加するドイツ人パートナーたち 
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取り組むことが可能である 

デメリット：事実確認が難しい 

 

2．翻訳（多言語表示）の依頼及び応答を有志で行えるネットワークの構築 

メリット：依頼が出しやすく、必要とされているところに誰しもが貢献できる 

デメリット：経費がかかる 翻訳に正確を期すための確認作業に時間を要する 

 

グローバル化に向けた考察 

私が多言語表示の不足に気付くことができたのは、日本語話者でないパートナーと密に

時間を共にし、関係を築いたからこそであるが、日本語話者のみで生活していれば気が付

かない人が大半だろう。多言語対応することは、分け隔てなく受け入れる姿勢を示すこと

にもつながる。そのため、より多くの人が広い視野をもって様々なことに気付き、国や地

域、施設側から歩み寄って多言語表示を取り入れることで、歓迎の精神を示して日本の衰

退を押し留めるとともにひいてはグローバル化への近道にもなりえるだろう。 

 

参考文献 

[1] 観光庁,多言語表示・コミュニケーションの受入環境について訪日外国人旅行者へのア

ンケート調査, https://www.mlit.go.jp/kankocho/news08_000239.html, 2018 

 

  

https://www.mlit.go.jp/kankocho/news08_000239.html
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日本の国際化に向けての一歩とは 

R. T. （九州学院高校 1 年） 

はじめに 

私がこのプログラムで 1 番衝撃を受けたのは、日本の教育方針が海外と比べて古いやり

方であるということだ。このやり方は、がむしゃらに働くことで物質的・経済的な成長を

果たすことができた高度経済成長の時代のものであり、いまやり方を変えなければ今後の

日本が進化せず成長が停滞してしまう。私たちが自ら学びのやり方を変えていく必要があ

る。 

 

成長に向けた取り組みの提言 

1．アウトプットを重要視した学習 

まず、日本の教育はアウトプットの機会が少なすぎることが分かった。実際に、あ

る施設に足を踏み入れたら、その施設の中では英語だけでコミュニケーションを取ら

なければならないという崇城大学の英語を使った取り組みを見て、もっとこのような

場を増やすべきだと考えた。 

 

2．体験を重要視した自律的な学習スタイルの確立 

次に、自分で考えて学習するような学習環境の確保が追いついていないことを感じ

た。ドイツ人のパートナーに夏休みの宿題が大変だということを話してみると、「休

みなのに課題があるの！？」と驚かれた。このことから私は、ドイツに限らず他国で

は机に向かった勉強よりも様々な経験をすることが今後の社会に必要であると考え

た。 

 

3．知識偏重というパラダイムからの脱却 

私は、将来いい企業に就職するために学校の勉強だけを熱心にすることが今後の自

分の人生の中で大切だと考えてきた。しかし、その考えは国際社会では非常に古い考

えであることが分かった。国際交流を通して私はもっと積極的に海外の人と関わり一

緒に意見を交換するべきだと思う。そのため、今後日本では英語で自分の意見とその

理由を言えるように練習したり、洋画や洋楽を聞いてナチュラルな英語を知ったりす

るような教育が必要である。その教育が今後の日本を活性化し、国際化につながる第

一歩となるだろうと考えている。 
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まとめ 

実際に海外の教育や考え方を自分自身で知ることによって、日本の教育について考え、

それを見直すきっかけとなった。今ある日本の教育の現状が世界の常識とは異なるという

ことを踏まえ、国際化に向けて変わっていくよう私自身、今後を担う人材となってイノベ

ーションを起こしていきたい。 

 

 

阿蘇の自然を満喫 

浴衣を体験 
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「日本が世界で活躍する人材を輩出するためには」 

Y. O. （真和高校 1 年） 

はじめに 

私は今回ハイデルベルク市との青少年国際交流事業への参加を通じて、日本が世界で活

躍する人材を輩出するには英語の教育により力を入れ、言語の壁を無くすことが第 1 歩だ

と考えた。今回の交流事業の期間中、参加者であり、互いにパートナーであるドイツ人と

日本人がコミュニケーションをとる時は全て英語を使いコミュニケーションをおこない、

ドイツ人同士、日本人同士で話しているときはそれぞれドイツ語、日本語を使っていた。

つまり、英語がドイツ人と日本人を繋いでいる。 

 

ドイツ人パートナーと接して得た気づき 

実際に 1 週間パートナーと接し、言語について感じたことがある。それはドイツ人と日

本人の英語力の差である。パートナーは自分の言いたいことをほとんど英語で伝えること

ができていたが、私は聞き取ることはできても伝えたいことを英語で表現することは難し

く、コミュニケーションにもどかしさを感じた。全体的に見てもドイツ人の方が日本人よ

りも英語力が高いと感じた。これは日本の英語教育に問題があるのではないかと考える。

実際に日本人で英語を話すことのできる人の割合は 10%程度[1]、ドイツ人で英語を話す

ことのできる人の割合は 20 代～30 代であれば 70%である[2]。このように日本は英語が

出来ないことで世界の中で最新の情報を入手したり，国際間での交渉や取り決めを進めた

りする点で、遅れを取りつつあるのではないだろうか。 

言語人口に着目すると日本語人口は 1.7%、ドイツ語人口は 1.1%。このことから母国

語だけを習得しても世界の人と繋がることは難しい。一方英語人口は 21%であるため、英

語が話せると世界の人と繋がりを持ち、グローバルに活躍することができると考えられる

[3]。このことから 2 つのことを意識すると良いと考える。 

 

英語習得の促進に向けて 

1 つ目は聞く、話すことを重視した英語教育だ。ドイツでは聞く、話すことを重視した

英語教育が行われている。多くの日本人は文法を気にし、完璧な英語で話そうとするため

消極的になりやすい。聞く、話すということに自信を持つことが出来ればより積極的にコ

ミュニケーションを取りやすくなり、日本人の活躍の場が広くなるだろう。 
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2 つ目は世界の人とコミュニケーションをとる楽しさを知ることだ。パートナーは、私

があまり上手く英語を話せないかもしれないと言うと「まずは話してみることが大切！い

っぱい話しかけてね！」と言ってくれた。それから、意識して色んな人に頑張って話しか

けていると相手もできるだけ簡単な英語で言い換えたりゆっくり話したりしてくれたりと

話しやすいようにしてくれた。まだ拙い英語でのコミュニケーションではあったが、自分

の世界が広がった様に感じ、とても楽しかった。 

 

世界で活躍できる日本人へ 

日本には和の文化やおもてなしの心など海外に誇

れるものがたくさんある。日本人が英語力を向上さ

せ、積極的に楽しくコミュニケーションを取れるよ

うになり、今以上に世界に出られるようになればも

っと日本の良さを知ってもらえるのではないだろう

か。そのためにも国際交流は重要なカギとなると考

える。今回の国際交流ではとても貴重な体験をする

ことができ、異文化間での友情も感じることが出来

た。もっと色々な人にも体験してもらいたいと感じ

た。そのために私は SNS や来年春から始まる予定の

エフエムラジオ局のレギュラー高校生パーソナリテ

ィーとして発信していきたい。 
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国際交流の意義と成果 

A. I.  （一ツ葉高校１年） 

はじめに 

本報告書では、ハイデルベルク市と熊本市の交流事業の意義、事業を通じた私自身の気

づき、そして将来への展望などについて述べる。 

 

交流事業の意義 

私は、国際交流が異なる文化や価値観を理解し共

有する貴重な機会であり、これが両市、さらには世

界の発展につながると信じている。 

現代社会では、国際的なつながりがますます重要

視されている。特に日本では 2007 年から 2021 年

にかけて 15 年連続で人口が減少しており[1]、国

際的なつながりの重要性は他の国と比べて高いにも

かかわらず、日本において外国人との交流機会は限

られている。実際、外国人と接したことがないと答

えた人の割合は 38.5%に達している[2]。これは日

本において文化や価値観の違いを理解する機会が不

足していることを示している。 

そのような状況の中で、この交流事業は若者に対して異なる文化を体験し理解する機会

を提供することで相互理解を促進し、偏見や誤解を解消することで、人口減少や貧困、環

境危機などに直面する国でも次世代を担う人々が国を超えてつながり、世界を発展に導く

ためのきっかけとなると考える。 

 

交流事業における成果 

今回の交流事業では、ハイデルベルク市の方々を熊本市に招き、日本の文化や生活に触

れる機会を提供した。同様に、来年には私達がハイデルベルク市を訪れ、その文化や習慣

を学ぶ予定だ。このような交流活動によって、私は以下のような成果を得た。 

 

1．コミュニケーションと言語の関係 

朝食を取るドイツ人パートナー 
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今回の交流事業において、コミュニケーションでは言語の理解が欠かせなかった。し

かし、自分が考えているよりも身振り手振りで意思疎通ができたことに驚いた。調べた

ところ、コミュニケーションにおいて言語の割合は 25％にすぎず、残りの 65%は話し

方や動作、相手との間のとり方、つまり身振り手振りなどによって伝えられることがわ

かった。[3]。意思疎通のための様々な方法を考えることで、自身のコミュニケーショ

ンスキルの向上を実感した。 

 

2．カルチャーシェアリング 

私達は、自身の国や文化についてハイデルベルク市の方々と話した。これにより、異

なるバックグラウンドを持つ人々がお互いの文化に触れる機会を持ち、多様性への理解

が深まった。交流の中で、それぞれの国の料理や音楽、祭りなどが共有され、私達は

様々な視点から学びを得ることができた。 

 

3．イノベーションへの影響 

この交流事業はイノベーションの促進にも役立つ。異なる文化や価値観に触れること

で、既存のアイデアに疑問を持ち、新たな視点から課題や解決策を見つける力を身につ

けることができる。また、国際交流から生まれるアイデアや経験が、地域のビジネスや

文化の発展に影響を与える可能性もある。 

 

4．実際の交流による学び 

今回の交流事業によって、教科書やインターネットでは得られないような知識を得

た。例えば、広く使用されているメッセージアプリや流行、ファッションの違いなどを

知ることができた。また、とても真面目なところなど日本人との共通点も知ることがで

きた。このような日本人との共通点や異なる点を通じて異文化への理解をより深めるこ

とができた。 

 

今後の展望 

来年には、我々熊本市の団員がハイデルベルク市を訪れる予定だ。これにより、今回の

交流事業で築かれた友好関係を更に深めることができる。また、双方の市民が相互の国を

訪れることで、現地の生活や文化をより深く理解する機会を得ることができる。さらに、

来年のハイデルベルク市訪問に向けて、私はドイツ語を学習し、スムーズなコミュニケー
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ションができるように努力する。 

 

まとめ 

ハイデルベルク市と熊本市との交流事業は、異なる文化を持つ人々が共に学び合い、交

流する貴重な機会を提供した。言語の壁を越えたコミュニケーションによって、ハイデル

ベルクの方々との友好関係を築くことができた。今後もこの交流事業を継続し、より多く

の人々が異なる文化を理解し合うような、学びの場を提供していくことを望むとともに、

自身も日々新しいことに挑戦し知識と経験を積み重ね、その学びの場の構築に貢献してい

きたい。 
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異文化への誠意 

T. M. （熊本学園大学付属高校 1 年） 

国際交流は必要だが... 

グローバル化が進んでいる。もはや現代は、自国だけが経済発展を遂げればよい、とい

う問題ではなくなっている[1]。SDGs で定められた目標を達成するため、進行する地球規

模の問題に対応するため、全世界の人と協力しなければならない。そのために、感受性に

富む若い年代のうちに国際交流を行う事は非常に重要だ。 

しかし、日本の国際交流の現状は、芳しいものであるとは言いにくい。大学生のうち、

一年以上の海外留学を経験している割合は約 0.3%と推定されており[2]、非常に低い水準

となっている。その原因は何かを問われれば、違う言語を話す人とコミュニケーションを

とることへの不安というものが真っ先に思い浮かぶ人も多いのではないだろうか。では、

「言語の壁」と呼ばれる課題をクリアすれば、国際交流はより盛んになるのではないか。 

 

「言語」の壁なのか 

この私ならずとも多くの日本人が感じるであろう、違う言語でコミュニケーションを取

る際に感じる不安について、私は 1 つの疑問を持った。言語というのは、コミュニケーシ

ョンツールの一つであるはずだ。であれば、言語の目的は相手とコミュニケーションを図

ることであって、コミュニケーションが成立すれば、言語以外の方法でも理解をすること

ができる。メラビアンの法則を用いれば、コミュニケーションにおいての言語情報の割合

は 7%であって、視覚情報の 55%や聴覚情報の 38%に比べ、圧倒的に小さい割合だ[3]。

であれば、「言語の壁」というのは広義的に「意思疎通の壁」というふうに置き換えられ

るのではないだろうか。つまり、今の日本人は、コミュニケーションの内の 7%が阻害さ

れることを嫌って、国際交流と距離を取っているのだと思う。意思疎通さえ成功させれ

ば、その不安は解消されるのだとも思う。 

 

ハイデルベルクメンバーとの交流を通して 

ここで、今回の交流事業に参加することで、初めて私が経験した具体的な話に入る。単

刀直入に言って、今回の約 1 週間の交流を通して、ペアであるハイデルベルクの男子高校

生とお互い英語だけでコミュニケーションを成功させた例はほとんど無かったと言ってい

い。ほとんどの場合において、身振り手振り、また表情など、主に視覚情報で必要なもの
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を補ってお互いに意志を疎通してきた。身をもって、言語情報が担える物の少なさ、また

それ以外の情報の重要性を知ることが出来た。 

では、何故私とペアで、言語情報以外でのコミュニケーションに成功することが出来た

のか。それは、相手への「誠意」だったと思う。 

 

誠意 

最終的に帰着したのは、たとえ日本人同士であったとしてもコミュニケーションの根幹

を担う部分、誠意だという考えだ。言語情報というのは、うがった見方かもしれないが、

誠意を欠いた状態でもその形を作ることができる。誰かへの嘘、事前に用意されたメモを

読み上げるだけの答弁、他者への攻撃。それら、自分の正直な気持ち、感情とはかけ離れ

た物を、言語情報は簡単に生み出すことができる。一方で、身振り手振り、表情は、自分

の感情とより直接的な関係を持つ。よっぽどポーカーフェイスが上手くなければ、悲しみ

の底に沈んだ時に涙を堪えるのは難しいし、喜びを分かち合っている輪の中でずっと放心

したような真顔でいるのは簡単ではない。 

「あなたの事を理解したい」 

「こちらの正直な感情を表現するから、あなたも応えてほしい」 

という感情、誠意に基づいて、自分を動きや表情に乗せてさらけ出すこと。それが出来た

のが、私がこの交流でコミュニケーションを成功させたことの最大の原因であったと振り

返っているところである。 

 

私の変化 

私は、あまり感情を表に出すことを好まない性格だ。あまり明瞭に覚えているわけでは

ないが、表に出した結果それを否定された昔の経験からそうなったんだと思う。それはこ

の交流を終えた今でも変わらないし、いつかひょんなことから突然変わる、なんていう事

は無いんじゃないかと思う。でも、この交流を通して学んだ事。それは、「私は好きじゃ

ない。でも、大事なことではある。」ということ。得意じゃないし、好きでもないけれ

ど、不器用なりに感情を表現しようとしてみる。それこそが私が相手に向けることのでき

た誠意であり、その結果、たとえ異文化の相手であったとしても一緒に笑ったり、楽しん

だりすることが出来た。そして、この報告書を読んでいる私の知らない誰かにも、誠意が

大事だと、私からの勝手なアドバイスをしたい。少し勇気を出して相手に伝えた先に、相

互理解の道が開けるはず。私は、そう思う。 
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コミュニケーションが上手くいったことで、 

日本の文化を一緒に楽しむことができた私たち  

https://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2020/index.html
https://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2020/index.html
https://55a.info/contents/study-abroad/university/abroad-rate.html
https://55a.info/contents/study-abroad/university/abroad-rate.html
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海外マインドに学ぶ強かな生き方 

K. I. （東稜高校 2 年） 

はじめに 

今回の交流の中でドイツと日本の国間の違いを知り、両国の良さを改めて感じることが

出来た。パートナーとの交流を通して、日本で過ごす中で日常的に目にしていたものや当

たり前だと思っていたことに対して、自分とは異なる見方があることに気づき、その中か

ら生まれた疑問や発見は感性を刺激するものだった。 

また、交流する中で特に強く感じたのがドイツと日本間での「性格」の違いだった。こ

の要素から今後日本で生きていく中で日々の生活に取り入れたいと感じ、取り入れること

で実際にどのような効果が得られそうかを考察する。 

 

性格 

まず日本人の性格として一番に挙げられるのが謙虚なところである。日本人が慎ましい

性格であるということは世界でもよく知られており、謙虚が美徳だとも言われている。一

方でドイツ人は自分の意思をしっかり持っており自己主張ができる。「あなたはどうした

い？」と聞いたら「私はこうしたい」と必ず返ってくる。 

 

探究心 

ハイデルベルクの団員は興味関心（探究心）が強い。例えば、わたしのパートナーの事

業への参加理由が「新しい場所で異なる国の人たちと色々なものを見てみたい」というも

ので、日本への関心から事業に参加していた。あらゆる視点に興味を持ち実際にチャレン

ジをするという姿勢を感じた。 

他にもハイデルベルクの団員はどんなことに対しても「これはどういうことだろう」

「何だろう」と探究心を持っている印象だった。ハイデルベルクの団員の推測を聞いて日

本の団員が「なるほど」と納得したり「そういう考え方もあるのか」と驚いたり、その上

でドイツと日本とで観点が違うように感じることも多々あり、私自身も日本のものやこと

についてと興味が湧くようになった。 

日本では、新しいものは気になるが、気になる以上に、知らないものに手を出すのは怖

いという認識がある。「私だけがこのことをやっているのではないだろうか」「このことを

すると他からどう思われるだろうか」など、集団から見た自分という、自分を個人ではな

く組織の中の自分として捉えてしまうからではないかと考える。人と自分との間に境界線

報告書テーマ 3：異文化交流 9 
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を引き、意見を持って主張することでイノベーションを起こすことに繋がるのではないか

と思う。 

 

男女平等 

ハイデルベルクの団員と交流していると、女子も男子も平等という空気を度々感じた。 

水球やバスケ、バレーなどのスポーツを男女問わず参加し、ハンデをつけるわけでもなく

性別も年齢も気にすることもなく容赦なしにプレイしていることに驚いた。日本では性別

で区別する場面が多いため、ハイデルベルクの団員たちの行動が、性別で区別するのでは

なく、楽しいから参加する、一緒にプレイしたいから交ざるといったように、一緒に行動

する相手や会話をする相手をその時その時の相手として接しているように感じた。そんな

風に、型に囚われない、先入観のないというところが互いを個々として尊重し、アイデン

ティティを確立させているのだろうと思う。 

 

考察 

まとめると、これからの人生に取り入れたいことが多くあったが、その中でも個人とい

う言葉がキーワードになっていると思う。誰かの周りという立場からできること、自分と

いう立場からできることをひとつずつ挙げる。 

まず、誰かの周りという立場からできることは、相手を尊重することである。日本人と

いう括りの中だけでも多くの性別や年齢、意見など障害物や違いが存在する。それらの違

いを排斥するのではなく容認し尊重することで、主張しやすく、個性が出しやすくなると

いう効果が得られる。 

次に、自分という立場からできることは意見を持つことである。文字に起こすとシンプ

ルだが、集団行動が常識の日本人の私たちにとっては誰かに合わせるのではなく、自分の

意見を持つというのは簡単ではない。しかし、ひとりひとりが自身の意見を持つことで、

多くの考えが生まれ、意見が交差し、大きな変化を生み出すのではないかと思う。 

 

おわりに 

ドイツと日本には多くの違いが存在する。「違い」と聞くと敬遠しがちになってしまう

が、違いを知ることによって面白い発見をすることができ、自分自身への刺激となる。ド

イツと日本との違いをお互いの特徴として尊重するだけでなく自分の中に取り入れること
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でレベルアップへと繋げることができ、新しい価値観や考え、イノベーションが生まれる

のではないかと思う。 

 

  

ハイデルベルクの団員と日本の祭りである火の国まつりに 

参加している様子。交流団員全員でおてもやんを踊った。 
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挑戦することが大切 

K. N. （開新高校 2 年） 

はじめに 

私は今回の交流事業への参加を通して特に自分と同じ年代の若者が成長するうえで何が

大切なのかを知ってもらいたくこのレポートを作成しました。ズバリそれは「挑戦するこ

と」です。 

 

団員に応募 

高校入学当初の私はどこにでもいる高校生で、学校で淡々と過ごす日々、変わりばえし

ない生活をおくっていました。でも私が所属しているクラブの活動でボランティアや英検

などを行っていくうちに「もっと何かしたい」「自分を成長させたい」という気持ちが生

まれました。 

私は英語が話せるわけでもなく、明確な将来への目的があったわけではありません。私

は「他国の人とつながれば何か成長できる」という自己成長意欲だけで応募しました。 

実は、私はこの交流事業会ではコミュニケーションや活動のなかでさまざまな失敗をする

つもりで応募しました。これまで交流事業会などに参加したことなく、外国人との接点が

ほとんどない私には他国の人との接し方も分からなかったからです。 

 

交流・学び 

私が交流ですぐにわかった事は言葉が使えなくともコミュニケーションは取れるという

ことです。私は英語で話すことが苦手だったため、聞くことに専念し、返答するときにジ

ェスチャーを使いました。それだけではあるけれど、相手に親近感を与えることができた

と思います。ポイントは身振りだけでなく顔や声のトーンなどにも工夫を加えて感情が伝

わるようにすることです。さらに、相互関係を深めるために他の日本人の高校生団員の子

や通訳の方を頼るなどしてコミュニケーションを取りました。 

問題は「ホストファミリーとの日」でした。この日は頼れる人がいないので不安でいっ

ぱいでした。ところがこの日私は自分自身に驚かされました。今までの私では信じれない

ほど英語で会話することができました。この時話すってこういうことなんだなと感じる事

ができました。 

なぜこのようにいきなり話すことができたのか？私は追い詰められた状況で話す必要が

ある場に立ったからだと考えます。感覚としては気持ちを伝えようとすることです。その

報告書テーマ 3：異文化交流 10 
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時に文法のことなど考えず、知っている単語で話すではなくシンプルに気持ちを伝えるこ

とが大切だと気づきました。 

 

得た気づきを用いてこれらのクラブ活動内容を変革 

私は ESS という英検の対策をしたり、英語のゲームで遊んだりするクラブに入っていま

す。 

今回、自分自身の体験、すなわち話す必要がある場に自分のみを置くことで外国語を身に

つけることができたことから、そのクラブに「英語で話す部屋」や英語で買い物したり、

英語でボランティア活動をしたりする活動を導入していきたいと考えています。現在この

クラブの活動では英語を身近に感じる機会が少ないことが問題なのでこのように日常に英

語を持ち込む活動は効果があると考えました。 

実際に日本での英語教育は和訳や単語文法の勉強ばかりしていて問題があるとされてい

ます。私がクラブでの活動を改革し、日常的に英語を話す機会をうみだすことは、クラブ

のメンバーたちに英語で話す楽しさを知ってもらえたり、私にとっても来年の夏のハイデ

ルベルク訪問に向けた取り組みになったり、将来においては大学教授や就職活動における

面接などでも大きな強みになると思います。 

 

言語や文化の壁を越えてつながることができた仲間たち 
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まとめ 

私は今回の交流事業への参加を通じて、特に積極的に行動し、進んで英語で（ときには

ジェスチャーを多用して）コミュニケーションを取るという、これまでの私が取り組んだ

ことのない大きな挑戦を行いました。そしてこの挑戦で大きく成長することができまし

た。自分に起きた変化や、クラブの活動を改革しようというアイデアが生まれたことを考

えると、新しい活動を生み出す考えは挑戦による経験からしか生まれないと思います。 

この経験から挑戦することは、何らかの「気づき」や「驚き」を与えてくれるとはっき

りと言えます。挑戦するのが「怖い」「失敗したくない」と思う方もいるでしょう。です

が私は失敗してもいいんだと思います。失敗して成長すればいいし学べばいいと思いま

す。 

「挑戦することは自信や知識を生み出し、それらは自分自身の成長の糧（かて）になる」 

だから私は挑戦することが大切だと思うのです。これからの自分の人生を切り開くため

に、挑戦することを続けて行きたいと思います。 

 

参考文敵 

[1] 明光ネットワークジャパン、日本の英語教育の問題点は？国際比較とこれまでの変遷

について紹介，https://www.meikokidse.jp/blog/culture/blog-2633/. 2023/10/

09 閲覧． 

 

 

  

https://www.meikokidse.jp/blog/culture/blog-2633/
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「変化・成長を掴んだ一週間」 

S. N. （熊本高校２年） 

はじめに 

今回の交流事業は私にとって「完璧を求めない姿勢の大切さ」を深く実感するものとな

った。初日、私は自分自身を情けなく思った。そのときの私は相手に英語できちんと伝え

ることを優先し「コミュニケーション」を忘れていたからだ。自分の英語に自信がなく、

心のどこかで完璧に話せるまで話してはいけないという固定概念があった。 

 

感じた変化と成長 

「これから一週間、楽しく過ごせるのだろうか」という不安を感じた一日目。しかし私

はこのことから学んだことがある。それは「完璧を求めない姿勢の大切さ」だ。英語でコ

ミュニケーションを取る際、私は常に 0 か 100、つまり「文法的に誤りがないか」「今か

ら話す自分の英語に不安がないか」という基準を自分の中に作ってしまい、それらの基準

を満たしているのかばかりを気にして積極的に会話できなかった。そのような姿勢でコミ

ュニケーションが自分自身、そして相手にとっても楽しい機会となるはずがない。 

そこで私は、文法は気にせずに知っている単語をとにかく繋いで伝えることに重点を置

くという目標を立てた。もちろんどうしても英語がわからないときは翻訳アプリを使っ

た。しかし相手に伝えるときは、アプリを通じてではなく自分の言葉で伝えるようにし

た。最初は慣れず、緊張もあったが次第に「どうにかなる」と肯定的に捉えられるように

なり、自分の成長を確実に感じることができた。 

 

成長を目標の実現へ 

私の将来の目標は国際機関で働くことだ。各国とコミュニケーションを重ね、世界の足

並みを揃えて環境、紛争などの諸問題の解決へと導くことが重要な役割である。大学で学

び、英語などの外国語で専門的な話し合いができることが大前提だが、難しさを感じたと

きに役立つのは「完璧を求めない姿勢」だと私は考える。完璧を求めて、相手と話そうと

しなければ何も始まらない。 

 

最後に 

今回、多くの反省があったが後悔はひとつもない。そして、この交流事業は私が確実に

報告書テーマ 4：言語とコミュニケーション 11 
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変化や成長を感じた貴重なものとなった。ここで手に入れた成長を止めずにこれからも続

けていきたい。 

 

 

 

  

２日目 川遊びやバーベキューをして

言語以外でも仲を深めることができた 

 

初日に訪れた熊本城 

当時の感情が鮮明に思い出される 
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言語の壁を超えるもの 

K. Y. （済々黌高校 1 年） 

私とパートナーを繋いだもの 

今回の交流事業を通して学んだことは、好きなことは言葉を超えて良い関係を生むとい

うことだった。 

私のパートナーは男の子で、うまくコミュニケーションをとっていけるか不安なときも

あり、案の定、言いたいことをうまく伝えられずに焦るときもあった。ただ、私とパート

ナーとの間にはサッカーという共通の好きなことがあり、お互いの好きな選手やチームに

ついて話せたときは、英語こそうまく使えなかったものの、はじめて本当に通じ合えた気

がした。自分の英語力の欠如に気づいた反面、好きなことや趣味は国境をこえて人と人と

をつなぐ、言語よりも大切なものなのではないかと思った。 

 

言葉をも超える力 

文化庁の報告［1］をはじめ、インターネット上の資料では、海外の友達を作るには共

通の話題を持つことが大切だと記されているものが多い。それは政治や社会情勢はもちろ

んだと思うが、より仲を深めるには趣味の話が一番適していると思った。日本のアニメや

漫画が好きな海外の人とは、それらの話で盛り上がることができる。SNS を利用している

と、アニメやスポーツの題材を取り上げているコンテンツの中で、様々な国の人が共通の

話題についてそれぞれの言語でコメントしあっているのをよく見かける。「オタクの力は

世界を救う」と言われているように、スポーツや音楽、アニメなどの共通の話題によっ

て、言語の壁を超えて世界の一体化を図ることができると思う。 

 

ハイデルベルク市訪問に向けて 

来夏、私達は各々のパートナーと 1 年ぶりに再会する。今年の交流では自分の英語力の

低さを痛感したため、約 1 年かけて更に英語力を向上させたい。ドイツ側のメンバーたち

が「ありがとう」、「いただきます」などの日本語を話しているのを聞くとやはりとても嬉

しいものだった。だから私もドイツ語を学んで、少しでもドイツ語で話せたらと思う。ま

た、異文化交流カフェをはじめとして、海外の方と関わることのできる取り組みにたくさ

ん参加して、英語で話すことにももっと慣れたい。 

今回の交流事業で、元々興味があった言語の勉強や、将来像についても沢山イメージす

ることができた。私は将来たくさんの言語を勉強して、将来は留学、加えて海外で生活で

報告書テーマ 4：言語とコミュニケーション 12 
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きたらと考えていた。実際に海外の方と関わったこと、そして来年海外の生活に触れる機

会があるから、この機会を活かして更にイメージを膨らませていきたいと思う。 

 

参考文献 

[1] 文化庁, 今後の国際文化交流の推進について（報告）, https://www.bunka.go.jp/to

kei_hakusho_shuppan/hakusho_nenjihokokusho/archive/pdf/93775501_01.p

df, 2003. 

  

 

 

 

  

天草でのイルカウォッチング 初めて見る日本のお城に興味津々でした 

https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/hakusho_nenjihokokusho/archive/pdf/93775501_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/hakusho_nenjihokokusho/archive/pdf/93775501_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/hakusho_nenjihokokusho/archive/pdf/93775501_01.pdf
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悔しさをばねに～私の成長に向けて 

M. S. （クラーク記念国際高校１年） 

はじめに 

今回交流をしながら今の自分の英語の実力とコミュニケーション能力、海外の人と日本

人の考え方の違いをよく知ることが分かった 

パートナーと英語で会話をしながら自分の英語が伝わらずジェスチャーで伝える方がほ

とんどで会話のキャッチボールができなかった。そのうえ、ジェスチャーでもほとんど伝

わらず心が折れ会話を避けていることがあった。英語が分からないのではなく英語を間違

ってしまい、自分が伝えたいことが誤って捉えられてしまうことで、互いの関係が壊れて

しまうことが怖く会話に積極的になれていなかった。 

 

開かれた日本における自分の挑戦 

これから日本には海外からの人がたくさん来ると思う。最近コンビニに行くと店員さん

が全員海外の人だったり、熊本には TSMC ができたりしてさらに海外からの人が多くなる

のではないかと考えている。そんないろんな国から観光客や移住する人が増えてきて国際

的な世の中になっていくのに、私の英語力やコミュニケーション能力が今のままだときっ

と今回の活動の時と同じことの繰り返しになってしまうと思う。 

そうならないためにも今回私が満足できなかったコミュニケーションの取り方や英語力

をもっと高めていく必要がある。そのためにはもちろん英単語を覚えることや文法を覚え

ることも必要だが何よりも自分に自信を持つことが大切だと思った。ドイツ人のみんなと

話しているとみんな自信を持ち自分の伝えたいことをしっかりと言葉にできていた。だか

ら表情から分かることも多くすごく会話がしやすかった。 

 

挑戦の先にあるドイツでの夏 

自信を持つと自然と顔も笑顔になるし相手に

も伝わりやすいと思う。結果私は今回の交流

事業で悔しい思いが大きかったから次私たち

がドイツに行く時までに今回悔しかったこと

を全部見直して悔しい思いをしないように頑

張ろうと思う。  

かじかの森にてみんなで BBQ 
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英語の壁は分厚かった 

M. I. （必由館高校 2 年） 

交流後の自己評価 

まず、私がこの交流事業で一番に感じたことは自分自身の英語力の低さだった。私は高

校で英語を他のコースより多く勉強する国際コースに所属している。そのため、周りには

英語ができる人が多く、その環境にいるため自分は英語ができると思っていた。でも実際

は全くできなかった。 

次に自分の自信のなさを痛感した。英語力の低さだけでは説明のつかない積極性が欠如

した自分に気づき、このままではいけないと思った。 

 

日本の英語教育の現状 

私が考える国際交流の目的は、日本人以外の人々と意思疎通を図り、お互いの文化に直

接触れることで言葉や文化、主義など互いの違いを認めながらも自らの考えを主張し合

い、より良い社会を築いていく努力をすることと思う[1]。日本の英語教育は「聞く、話

す、読む、書く」に重点を置いていると言われるが、実際のところ、文部科学省が実施し

た 2023 年の全国学力テストから「書く、聞く、読む」の正答率が 20%～50%なのに対

して「話す」は 12.4%という低さである[2]。確かに学校では「読み、書き」が中心的

で、自分で考えて喋るなどの自主性を重んじる授業や活動は少ないように思う。 

 

私の努力の方向 

このことから日本教育は話す＝コミュニケーションをとることにもっと力を入れるべき

だ。でも力を入れたとしても喋れない人は多くいると思う。なぜか？それは、英語を喋る

自分自身の姿にイメージできないのに加えて自信を持てないからだ。そのため意思疎通が

はかれた時の達成感を味わうと、少しでも自信になると思う。伝わらなかった時でもどの

ように言い換えるといいのかなどの発見も生まれる。 

私も、英語を喋ることに不安を感じていた時があったが、たくさんの外国の方や今回の

この事業でパートナーやドイツのみんなと関わっていく上で何をしてでも伝えようと自信

に繋がっている。さらなる自信を持つためにまずはドイツのパートナーと連絡を取り合う

ことが大事である。これを行うことでさらなる英語学習に対するやる気も生まれる。ま

た、意思疎通を図るためにはお互いの文化を知っておく必要もある。そのため、ドイツが

どのような文化であって日本との相違点を知ることが大切だ。 

報告書テーマ 4：言語とコミュニケーション 14 
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努力の成果 

不安を感じながらもドイツのパー

トナーとコミュニケーションを自主

的に継続していけば、将来的には社

会的に広い視点や多くの繋がりを持

ち、それに適応し、異なる文化や意

見を受け入れた新しい自分の姿が想

像出来る。また、自分が今まで普通

だったことや気にしていなかった些

細なことにも気にかけることができ

るようになるかもしれない。そのよ

うな幅広い細かいことを考え、気に

することが出来た事業だったと私は

思う。 

大きな英語の壁にぶつかったこと

で学べたことも沢山あった。寧ろ自

分にとっては、プラスな事ばかりだ

った。今年も最高だったが来年はも

っと最高になりそうだ。 

 

【参考文献】 

[1] PRTIMES, 「IIBC「英語のスピーキングに関する実態と意識」調査結果を発表」, htt

ps://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000051295.html. 2023/10/09 閲

覧. 

[2] 文部科学省, 2023 年度全国学力テスト, https://reseed.resemom.jp/article/2023/

08/01/6921.html. 2023/10/09 閲覧.  

ハイデルベルクでは普段は禁止の 

花火を思う存分楽しむ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000051295.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000051295.html
https://reseed.resemom.jp/article/2023/08/01/6921.html
https://reseed.resemom.jp/article/2023/08/01/6921.html
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5. まとめ 

令和 5 年度（2023 年度）熊本市・ハイデルベルク市青少年交流事業では，ハイデルベ

ルク市青少年団体連絡協議会，必由館高校，崇城大学 IoT・AI センター，蔦屋書店熊本三

年坂（ニューコ・ワン），熊本城ミュージアムわくわく座， SCB ラボなど，多くの団体の

協力のもと，多様な交流をおこなうことができた． 

次年度は，熊本市団員がハイデルベルク市を訪問しホームステイを通じた交流が予定さ

れている．今回構築した団員同士の関係性はもとより，協力団体との良好な関係性を保ち

ながら友好都市盟約締結から 31 年目となるハイデルベルク市との青少年国際交流事業を

推進し，国際交流を通したイノベーション人材育成に取り組んでいく． 

 

参考文献 

[1] 一般財団法人 自治体国際化協会, 自治体間交流 姉妹（友好）都市提携数, https://w

ww.clair.or.jp/j/exchange/shimai/index.html, 2023. 

[2] 一般財団法人 自治体国際化協会, 姉妹（友好）都市提携に基づく自治体の国際交流に

ついて（結果概要）, https://www.clair.or.jp/j/exchange/docs/shimaitoshi_gaiy

o.pdf, 2023. 

[3] 文部科学省, 産学連携によるグローバル人材育成推進会議, 産学官によるグローバル人

材の育成のための戦略, 2011. 

[4] 令和 3 年度（2021 年度）熊本市・ハイデルベルク市青少年交流事業オンライン交流の

記録（活動報告書）, 2022. 

[5] 令和 4 年度（2022 年度）熊本市・ハイデルベルク市青少年交流事業オンライン交流の

記録（活動報告書）, 2023. 

[6] 独立行政法人経済産業研究所, 「融合領域」プログラムについて, https://www.rieti.

go.jp/jp/projects/program_2020/pg-08/about.html. 2023/10/31 閲覧 

[7] 星合 隆成，つながりを科学する 地域コミュニティブランド，木楽舎，2018． 

[8] Peter Densen, Challenges and opportunities facing medical education. Trans A

m Clin Climatol Assoc. 2011. 
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https://www.clair.or.jp/j/exchange/shimai/index.html
https://www.clair.or.jp/j/exchange/docs/shimaitoshi_gaiyo.pdf
https://www.clair.or.jp/j/exchange/docs/shimaitoshi_gaiyo.pdf
https://www.rieti.go.jp/jp/projects/program_2020/pg-08/about.html
https://www.rieti.go.jp/jp/projects/program_2020/pg-08/about.html
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付録 1 メディア出演及び関連活動の記録 

[メディア出演 1] 2023 年 8 月 16 日 崇城大学 IoT・AI センターウェブサイトにて紹介 

 

 

[メディア出演 2] 2023 年 8 月 24 日 熊本シティエフエム出演 
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[関連活動 1] 2023 年 12 月 9 日 DX シンポジウム 2023 

高校生向けイノベーション創発イベント「つながりを科学する座談会」出場 

  Y. O. 団員 K. N. 団員 

A. I. 団員 R. Y. 団員 
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[関連活動 2] 2023 年 12 月 10 日 SDGsQUEST みらい甲子園熊本大会エントリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SDGsQUEST みらい甲子園 

ウェブサイト 

2023 年 11 月 19 日・26 日・12 月 3 日 

提案内容ブラッシュアップ会議実施 

「貧困をゼロに」提案の原案 
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[関連活動 3＆メディア出演 3] 2024 年 2 月 2 日/2 月 9 日/2 月 29 日 高校生企画レギュ

ラー番組「高校生○○開花」 on 熊本シティエフエム番組収録 

  

2 月放送分収録の様子 

4 月放送分収録の様子 

3 月放送分収録の様子 

番組ウェブサイト 
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[関連活動 4] 2024 年 2 月 23 日 団員が企画する熊本日独協会主催グローバル＆ 

イノベーション人材育成イベントでのイノベーション創発活動発表 

  

A. I. 団員が制作したイベントポスター 

ドイツにおける SDGs 施策を 

テーマとする R. I. 団員の発表の様子 

2021 年度オンライン交流に参加した 

E. I. 団員によるスポーツを用いた 

国際交流事業に関する発表の様子 

熊本大学名誉教授によるドイツ語クイズ

熊本日独協会から活動証明書交付 

ドイツをテーマとするグループトーク 

司会を担当する K. I. & N. N.団員 
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[メディア出演 4] 2024 年 2 月 26 日熊本日日新聞朝刊にグローバル人材育成発表会掲載 

 

  

活動参加証明書 
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付録 2 団員研修資料 

第１回事前研修資料（2023/07/09 @熊本市立中央公民館） 
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第 2 回事前研修資料（2023/07/23 @蔦屋書店熊本三年坂） 
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イノベーションワークショップ資料（2023/08/05 @崇城大学 IoT・AI センター） 
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事後研修会資料（2023/08/20 @未来会議室下通店） 
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付録 3 熊本市交流団員アンケート(自由記述)結果 

調査者 青少年交流団 指導員 黒岩 義史（必由館高校教諭） 

１   交流事業を通して、どんなことが良かったと思いますか︖具体的な場⾯を含めて記述し

てください。具体例）美⾥町の道の駅で、一緒に川遊びをして、関係性が深まった。 

パートナーとの会話の中で、「夏休みは宿題がない」などの新しい発⾒があった。 

ホストファミリーとの日で、ペアと 2人でゆっくり楽しむことができ、仲が良くなった。 

実際のドイツの方のことを知ることができて、今までの自分の認識の違いや、文化の違いを

より深く知ることができた。 

英語をうまく使えなくても、共通の趣味などの話で盛り上がれたこと。 

ホストファミリーの日でお互いの文化の違いについて話し、様々な違いを感じ関係を深めら

れた。 

元気の森かじかでみんなでバーベキューや花火などしたのが楽しくて、ドイツの人たちにつ

いてよく知ることができた。 

ホストファミリーの日に英語を話すことができることを自覚できたことから、他国の人と話

す抵抗が少しなくなった。 

交流の前までは、何となく国という大きな括りでのイメージしかなかったけれど、パートナ

ーとの関係性ができたことで、より深く知ることができたことから、更に国外のことやパー

トナーのことを知りたいと思うようになった。流しそうめんを一緒に体験できてより繋がり

が深まった。 

ハイデルベルクの学校には制服もないし、夏休みが少し長いということが分かった。英語は

子どもの頃から勉強して、学校で使う英語と日常で使う英語は違うことがわかった。みんな

で美里に泊まった時に BBQ でみんなソーセージばかり食べていて好きな子が多いのかなと

思ったし、有名な理由も納得した。泊まる前にみんなでいろいろな話をして、また女子トー

クもして楽しかった。 

バーベキューや花火など自然と会話が生まれる場面が良かった。その会話から他の話題へと

繋いでみたりすることができたことも良かった。 

ホストファミリーの日でパートナーと茶道や日本庭園を体験して、日本のことを知ってもら

う良い機会になった。海外の人だと意識せず、日本人の友達と同じように簡単な英語で楽し

く話せた。 

良い意味での価値観の違いを発見した。人の目を気にせずに堂々としていて、自分にとって

刺激になった。 
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ドイツでは SDGs が広く進められていると知ってペアの子に SDGs の話をしていたら、「そ

れはなに？」と衝撃的な言葉が返ってきたことが忘れられません。アクティビティをしてい

る時は、黙々としてしまう癖があったので、あまり話が弾まなかった時もあったけど、バス

の中でとか移動中にリラックスしている時にゆっくり深く話せたことがよかった。 

自分の言葉でドイツメンバーと会話ができたことです。英語を話せたことではなく、コミュ

ニケーションがとれたことが一番よかったです。話の中には様々な発見がありました。これ

は彼らと話すか関わらないと、分からなかったことです。ひとつ例をあげるとしたら、日本

とドイツの手のあげ方(人差し指を立ててあげるか、手のひらを伸ばしてあげるか)の違いで

す。これは実際にそこで見ない限り疑問は持ちません。 

小学校に泊まったので学校についてお話しする機会を作りやすかった。小中高がある前提で

話していたらシステムが違うらしく、その点がとても面白かった。 

 

２   交流事業を通して、「もっとこうしておけば良かった…」と思った改善点はありました

か︖具体的例）熊本城での⾒学の時に、英語がなかなか話せなかった。 

阿蘇山の博物館で、内容を英語で説明することが全くといっていいほど出来なかった。 

もっと色々なことを聞いていればよかったと思った。 

熊本について紹介したくても、熊本の知識自体が足りなかった。 

完璧に話すことを意識しすぎて喋りたいことをなかなか喋れないことがあった。 

英語を間違うことが怖くて積極的にパートナーと会話をすることができなかった。 

もっと単語をたくさん勉強して博物館でも説明してあげたらよかった。 

バス移動の際など、交流初期と比べて大分少なくはなったものの、英語を話すことを恐れて

しまう姿勢がまだ残っていた。 

英語が話せない時にすぐに分からないんだって言えなかった。本当に聞きたいことが聞けて

も聞き取れなくて、少し濁してわかったよって言ってしまったこと。 

初日に英語で上手く伝えることが出来ない状況にもどかしさを感じたのにも関わらず、落ち

込んでしまい、英語を話すことを躊躇ってしまった。 

パートナーから話してくれることが多かったので自分から積極的に話せたらよかった。 

初日はドイツのメンバーの英語が分からなくても相槌をうったり、そのまま会話を流してし

まったししていて、今考えるととても失礼なことだったし、もっと喋りかけて仲良くなって

異国の人としてではなく、友達としてたくさんのことを話せばよかったなと思いました。 

初日はまだ難しさというものがあってずっと緊張しっぱなしで上手く紹介だったりできなく

て後悔している。ペアだけとか、ペアの仲のいい子だけとしか深く話すことができなかった

からペアとか関わらず話せたらよかったなと思っています。 
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私は英語を話すことだけに関しては困ることはあまりなかったのですが、熊本城や水前寺公

園など観光地に行ったときに、自分がまず熊本の歴史や文化について知らなかった、知識が

浅かったので質問に答えることができず、悔しかったです。事前に Google で調べてはいま

したが、全く知識が身についていないと実感しました。まず自分が実際そこにいって身をも

って体験しておくべきだったと思いました。 

単語量をもっと多くしておかなくてはいけないと思った。 

 

３   来年はハイデルベルク市に訪問します。この１年間、あなたはそこに向けてどんな準備

をしていきますか︖ 

自分を変えていく。相手に誠意を持って接することに慣れていく。 

ドイツ語の勉強をしたい。現在、希望者何人かで集まって 2 ヶ月に 1 回ほどのペースでドイ

ツ語勉強会を開くという草案がある。 

もっと英語を話せるように勉強したり、挨拶程度でもいいからドイツ語を話せるようにした

い。この一年をかけて、もっとハイデルベルク市についての知識も身につけたい。 

英語の勉強はもちろん、パートナーとの関係を途絶えさせず日本人のメンバーの子達とも関

係を継続していく。 

みんなでたまに集まってドイツ語や英語を勉強したい。 

母校の英語のクラブに新しい活動を加えたり、英語の部屋などを作ったりしたいと思ってい

ます。そうすることで来年の夏のためになるかと思います。 

英語やドイツ語の学習、文化を知る、交流を続ける。 

英語力をあげる、連絡を取る、異文化カフェに参加する、ドイツについてもっと沢山知る、

ハイデルベルクの歴史とはなんなのかもっと深く調べる。 

まずは単語力を増やし、ハイデルベルクについて調べながら気になった場所に行きたいとい

う意思を相手に伝えていきたい。日本の文化祭や体育祭の様子を伝えたい。 

英語の勉強。パートナーとのメールのやり取り。ドイツについて調べる。 

英検の勉強・取得。国際的なイベントの参加。国内外関係なくニュースをたくさん見る。 

英語力を上げることはもちろんドイツ語も学んでみたいです。自分の興味のある分野も増え

たからそれも進めていきたいです。 

語学の準備はもちろんなんですけど、2 番でも答えたように、日本のこと熊本のこと自分自

身のことを語れるようにしたいです。ハイデルベルクに行けるこの貴重な機会を通して、何

を吸収したいのか、何を伝えたいのかまだ具体的には決まっていませんが、この 1 年間でそ

こを具体的なものにして有意義な時間にしたいです。 

ドイツ語を学ぶ英検を受ける。アウトプットを大事にして勉強する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市教育委員会 地域教育推進課 

（受託者 一般社団法人 SCB ラボ） 


